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研究成果の概要 

 

（田村 Gr）Ga-Pd-R(R=Gd,Tb,Dy,Ho)系において、プロセス・フェイゾンエンジニアリングの概念実

証を行った。具体的には、同じ組成の４種の合金 Ga50Pd36R14(R=Gd,Tb,Dy,Ho)において、熱処

理温度を変えるだけで、1/1近似結晶と 2/1近似結晶の作り分けに成功し、熱処理温度によるフ

ェイゾン自由度の制御が可能であることを実証した 1)。また、Au-Ga-Dy系において、超急冷法に

より新規準結晶の合成を行った。その結果、完全単相の準結晶が得られ、強磁性転移を示すこと

を発見した。また、この強磁性準結晶が広い単相域を有することを突き止め、磁性の組成依存性

を調べたところ、近似結晶の磁気相図と良く一致するという新たな知見が得られた 2)。 

 

（枝川 Gr）Al-Pd-Mn系、Ag-In-Yb系正 20面体準結晶、Al-Ni-Co系正 10角形準結晶につい

てフォノン-フェイゾン結合の存在を実証し、外場制御によるフェイゾン歪導入法を確立した 3)。ま

た、Ta-Te系 2次元ファンデルワールス準結晶について、単相試料の作製に成功した。さらに電

気抵抗、磁化率、比熱の各測定を行い、臨界温度 1 Kのバルク超伝導を発見した。 

 

（亀岡 Gr）組成制御ならびに元素置換（Fe, Cr）を利用してフェイゾン歪を導入した新規な Al-Pd-

Ru系準結晶・近似結晶(IQC, P40, C1相)を創製した。また、本系試料（IQC, P40, C1相）のＣ2Ｈ2

水素化反応特性を評価し、構成クラスターによって触媒活性が支配されることを突き止めた。 

 

（吉田 Gr）フェイゾンエンジニアリングの基盤となる次の 4種類の機械学習モデルを構築した：①

準結晶・近似結晶を形成する化学組成を予測するモデル；②混合相の粉末 XRD スペクトルから

準結晶・近似結晶の有無を判定するモデル；③任意の化学組成から準安定・安定な結晶構造を

予測するアルゴリズム 4)；④組成や構造から熱電特性や熱伝導率の温度依存性関数を予測する

モデル 5)。 
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